
 
 

 

銀行名 スルガ銀行 

タイトル 行政、弁護士、外部機関と連携して学校法人の経営改善を支援 

取組み内容 

【対象先の状況】 

・専門課程（調理師養成：１年）ならびに高等課程（高等学校卒業資格＋調理師 

免許取得：３年）の２つの課程を有する学校法人。 

・平成23年頃から、少子化と公立高校無償化の影響により、生徒募集状況が芳し

くない状況が続き、大幅に収入が減少した。平成25年に同校の資金繰りがさら

に悪化し、事業承継等について検討を始めることとなった。 

 

【取り組みの具体的内容】 

・平成25年２月、（旧）企業再生支援機構と連携した経営改善指導により、経費 

削減方法、資金繰り管理について改善を図るとともに、同年３月、事業引継ぎ 

支援センターを通して事業承継先（スポンサー）への支援要請を行なった。 

・廃業の場合には、高等課程（３年制）の学生を受け入れる先の確保が課題で 

あり、受け入れ先の確保には時間を要することから、理事長、弁護士等と共に 

県の私学振興課や厚生局に対応相談に出向き、当年度の事業継続を前提とした 

補助金の申請ならびに将来的な事業承継を念頭においた受け入れ先の紹介依頼 

を行なった。 

・関係各先（行政、弁護士、外部機関、当社）の紹介によるスポンサー交渉と並行

し、同年10月にファンドを活用した資金調達を行ない、年度末迄の事業継続が

可能となった。 

・スポンサー交渉が難航する中、新年度の事業継続にあたっては、理事長自らが 

生徒の募集活動を行なった。 

 

【相手方の成果】 

・経営改善指導により経費の無駄が省かれ、目標募集定員を確保したことから、 

 安定した資金繰りとなった。 

 
 



 
 
 

銀行名 スルガ銀行 

タイトル 保証協会専門家派遣制度ならびに経営改善支援センターを活用した収益改善支援 

取組み内容 

【対象先の状況】 

・主に観光土産用菓子のＯＥＭ生産を手がける菓子製造業。 

・平成20年に新本社工場の建設と設備の更新を実施した。これに伴い経費、 

 借入金が大幅に増加し、資金繰りを圧迫した。 

・リーマンショックや東日本大震災の影響により売上が半減し、赤字決算に陥る。

 その後の自助努力で売上は徐々に回復してきたが、原価管理等に問題があり、 

 収益性の改善が急務な状況であった。 

 

【取り組みの具体的内容】 

・同社の生産する観光土産用菓子は、需要は高いものの効率化が図れないことから

大手が取り組んでいない洋菓子製造が９割を占める。当社は、同社の生産の 

効率化が図れれば、収益改善の可能性は高いと判断し、生産現場に強いコンサル

タントを派遣した。平成26年３月、経営改善支援センターへ利用申請を行ない、

経営改善計画の策定に着手した。 

 

【相手方にとっての成果】 

・コンサルタントの指導により、主要原料（小麦粉、ショートニング）の値下げ 

 交渉や、ロスを減少させるための生産工程の改善等を実施。原価率改善に向けた

体制が構築された。 

 
 
 



 
 

 
 
 

銀行名 スルガ銀行 

タイトル 「ＳＵＲＵＧＡ ＥＣＯ ＡＣＴＩＯＮ」の取り組み 

取組み内容 

「ＳＵＲＵＧＡ ＥＣＯ ＡＣＴＩＯＮ」に基づく環境保全活動等の実施 

 

（１） 環境関連金融商品の取り扱い 

① ｗｅｂブックフリー契約の推進 

② インターネットバンキング利用件数の向上 

 

（２） 社会貢献活動の実施 

① 「富士山ごみ減量大作戦」へ参加し、清掃活動を実施等 

② 18時以降のライトダウン活動の実施（平成25年度５回実施） 

 

（３） エコオフィス化の推進 

  環境配慮店舗の設置（沼津岡宮支店、湯河原支店） 

  ・店内照明はＬＥＤ照明 

  ・店舗屋上に太陽光パネルを設置 

 

（４） 環境に関する啓蒙活動 

① 社内報へ環境活動に関する記事を掲載 

② 環境問題に関する勉強会の実施 

 

 


